
教
育
公
務
員
特
例
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日 
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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 一
、
文
部
科
学
大
臣
が
策
定
す
る
指
針
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
等
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
指
標
を
自
主
的
・
自
律
的

に
定
め
る
た
め
の
大
綱
的
な
内
容
の
も
の
と
し
、
地
域
や
学
校
現
場
に
対
す
る
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

二
、
教
育
委
員
会
等
が
策
定
す
る
指
標
に
つ
い
て
は
、
画
一
的
な
教
員
像
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
全
教
員
に
求
め
ら
れ
る

基
礎
的
、
基
本
的
な
資
質
能
力
を
確
保
し
、
各
教
員
の
長
所
や
個
性
の
伸
長
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
指
標
は
、

教
員
の
人
事
評
価
と
趣
旨
・
目
的
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
。 

 

三
、
指
標
の
策
定
に
関
す
る
協
議
会
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
の
判
断
の
下
、
教
育
委
員
会
や
大
学
の
教
員
養
成
課
程
の
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
多
様
な
教
育
関
係
者
等
で
構
成
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
、
協
議
等
を
通
じ
て
、

地
域
に
お
け
る
課
題
や
学
校
現
場
の
状
況
を
指
標
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
協
議
の
内
容
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
情

報
公
開
を
行
う
と
と
も
に
、
協
議
会
の
構
成
員
以
外
の
者
か
ら
も
幅
広
く
意
見
を
聴
取
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

四
、
指
標
を
踏
ま
え
た
教
員
研
修
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
教
員
が
主
体
的
に
研
修
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
つ
つ
、
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
資
す
る
効
果
的
・
効
率
的
な
研
修
計
画
を
体
系
的
に
整
理
し
、
教
員
の
更
な
る
過

重
負
担
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
教
員
は
現
場
で
育
つ
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
日
常
の
校
内
研
修
の
充
実

を
図
る
こ
と
。 

 

五
、
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
十
年
経
験
者
研
修
と
免
許
状
更
新
講
習
の
時
期
等
が
重
複
す
る
こ

と
に
よ
る
教
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
免
許
状
更
新
講
習
の
科
目
と
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
の
科
目
の
整
理

・
合
理
化
や
相
互
認
定
の
促
進
を
図
る
こ
と
。 



六
、
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
の
実
施
時
期
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
指
標
に
基
づ
き
、
地
域
・
学
校
現
場
の
実
情
を
踏
ま

え
、
柔
軟
な
取
扱
い
と
す
る
よ
う
周
知
す
る
こ
と
。 

 
七
、
学
校
現
場
で
多
忙
を
極
め
る
教
員
が
、
児
童
・
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
や
教
材
研
究
の
時
間
を
確
保
し
つ
つ
法
の
趣
旨
に

の
っ
と
っ
た
効
果
的
な
研
修
を
受
講
で
き
る
よ
う
、
事
務
職
員
や
他
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
昨

年
六
月
に
「
教
育
現
場
の
実
態
に
即
し
た
教
職
員
定
数
の
充
実
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

教
職
員
定
数
の
計
画
的
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

 

八
、
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
の
特
別
免
許
状
の
授
与
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
外
国
語
の
能
力
の
み
に
偏
重
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
教
育
職
員
検
定
に
お
い
て
、
教
員
と
し
て
の
熱
意
や
教
科
専
門
性
を
十
分
に
問
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

外
国
語
が
教
科
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
特
別
免
許
状
が
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
小

学
校
に
お
け
る
外
国
語
の
専
科
担
任
制
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

 

九
、
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
の
効
率
化
に
努
め
、
機
構
の
業
務
範
囲
の
拡
大
が
組
織

の
定
員
や
予
算
の
肥
大
化
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
機
構
が
行
う
研
修
、
調
査
研
究
等
が
、
私
立
学

校
教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
等
に
も
資
す
る
よ
う
引
き
続
き
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


